
保
育
所
併
設
と
い
う
利
点

を
生
か
し
健
常
児
と
交
流

︵
み
ど
り
学
園
︶

　
心
身
に
障
が
い
を
持
つ
児
童
を

日
々
保
護
者
の
も
と
か
ら
通
わ
せ

て
保
護
す
る
と
と
も
に
、
日
常
生

活
に
お
け
る
基
本
動
作
の
指
導
及

び
集
団
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
行

う
施
設
で
あ
る
。
建
物
は
木
質
化

を
十
分
に
考
え
建
設
さ
れ
て
お
り
、

住
環
境
は
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
現
在
は
定
員
15
名
の
と
こ
ろ
10

名
の
児
童
が
通
園
中
で
あ
り
、
個

別
に
指
導
し
な
が
ら
保
育
所
に
併

設
と
い
う
利
点
を
活
か
し
て
健
常

児
と
の
交
流
も
無
理
の
な
い
程
度

に
行
い
、
心
身
の
発

達
を
促
し
て
い
る
。

利
用
者
が
他
の
施
設

と
の
相
互
利
用
も

行
っ
て
お
り
、
ま
た

他
の
市
町
村
の
子
ど

も
も
受
け
入
れ
る
こ

と
も
あ
る
。

　
利
用
料
に
関
し
て

は
、
自
立
支
援
法
に

基
づ
き
保
護
者
に
負

担
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
他
の
専
門
機
関

に
通
園
し
て
い
る
者
も
あ
る
た
め
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

通
所
に
よ
り
自
立
更
生
と

社
会
参
加
を
図
る︵

太
陽
の
家
︶

　
心
身
の
障
が
い
に
よ
り
就
労
が

困
難
な
人
を
通
所
さ
せ
て
、
職
業

訓
練
、
生
活
指
導
等
を
行
い
、
自
立

更
生
と
社
会
参
加
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
心
身
障

害
者
通
所
施
設
で
あ
る
。
入
所
者

は
定
員
19
名
の
と
こ
ろ
18
名
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
身
体
障
が
い
１
級

及
び
知
的
障
が
い

が
80
％
を
占

め
て
い
る
の
で
職
業
訓
練
は
、
生

活
訓
練
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い

る
程
度
で
あ

る
。

　
国
・
町
で
運

営
費
を
負
担
し

て
お
り
、
利
用

者
負
担
は
な

い
。
た
だ
し
、

今
後
数
年
以
内

に
自
立
支
援
法

の
活
用
も
考
え

な
く
て
は
な
ら

な
い
と
の
こ

と
。
通
所
者
や

保
護
者
か
ら
も

待
機
児
童
の
早
期
解
消
が

必
要

︵
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
︶

　
子
育
て
家
庭
等
に
対
す
る
育
児

不
安
等
に
つ
い
て
の
相
談
、
指
導

及
び
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
へ
の
支

援
及
び
保
護
者
の
就
労
形
態
の
多

様
化
に
伴
う
一
時
的
保
育
、
並
び

に
保
護
者
の
疾
病
等
に
よ
る
緊
急

的
保
育
に
対
す
る
一
時
的
保
育
事

業
を
積
極
的
に
実
施
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
た
。

　
一
時
保
育
は
保
育
所
に
通
え
な

い
子
ど
も
た
ち
︵
入
所
待
機
児
︶
が

非
定
型
利
用
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
。
本
来
の
設
置
目
的
と
は
現

状
が
異
な
る
の
で
待
機
児
の
解
消

が
、
早
期
に
必
要
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
週
１
回
で
あ
っ
た
子

育
て
セ
ミ
ナ
ー
が
好
評
の
た
め
回

数
を
増
や
し
、
子
育
て
相
談
等
の

地
域
要
望
に
応
え
て
い
る
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
福
祉
施
設
は
町
民

の
方
に
直
接
係
わ
り
、
安
心
・
豊
か

に
生
活
で
き
る
よ
う
補
助
す
る
も

の
で
あ
り
、
今
後
も
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
今
回
、
改
た
め
て
町
内
の
福
祉

施
設
を
調
査
し
、
現
状
を
よ
く
知

る
こ
と
で
、
今
後
の
課
題
も
確
認

で
き
た
と
思
う
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
活
動
を
実
施

︵
精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所

﹁
み
よ
し
工
房
﹂
　
兼
　
精
神

障
害
者
小
規
模
地
域
生
活
支

援
セ
ン
タ
ー
︶

　
昨
今
、
う
つ
病
や
統
合
失
調
症

な
ど
、
心
に
病
気
を
持
つ
方
が
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
み
よ
し
工
房

で
は
、
そ
う
い
っ
た
方
々
を
中
心

と
し
て
、
家
族
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

地
域
住
民
が
一
緒
に
な
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
、
通
所
者
の
社

会
参
加
を
推
進
す
る
。

　
ま
た
、
精
神
障
害
者
小
規
模
地

域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
精

神
保
健
法
に
基
づ
き
相
談
事
業
・

家
族
教
室
や
協
力
者
の
養
成
講
座

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
住
民
に
こ
こ
ろ
の
健
康

に
関
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
い
、
一
人
ひ
と
り
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　
平
成
18
年
度
は
、
来
所
及
び
訪

 

，

問
で
１
４
９
３
件
の
相
談
を
受
け

て
い
る
。
ま
た
、
引
き
こ
も
り
家
族

教
室
や
統
合
失
調
症
家
族
教
室
等

の
家
族
へ
の
講
座
、
そ
の
他
心
の

健
康
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
講
座
を
開
催
し
て
い
る
。
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町
内
福
祉
施
設
の
現
状
把
握
と
今
後
の
研
究
課
題

運
営
に
つ
い
て
は
好
評
で
あ
る
と

の
こ
と
。
施
設
内
を
調
査
し
た
が
、

職
員
体
制
も
十
分
に
確
保
で
き
る

よ
う
努
力
し
て
お
り
、
安
全
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

食
器
の
変
更
と
建
物
の

老
朽
化
が
課
題

︵
給
食
セ
ン
タ
ー
︶

　
町
内
の
小
中
学
校
８
校
に
、
毎

 

，

日
約
３
３
５
０
食
の
給
食
を
配
送

し
て
い
る
。
給
食
費
は
小
学
生
１

食
あ
た
り
２
１
５
円
、
中
学
生
及

び
職
員
は
２
５
０
円
で
算
定
さ
れ

て
い
る
。
算
定
額
は
材
料
費
の
み

で
、
施
設
費
・
人
件
費
は
、
町
の
一

般
会
計
よ
り
搬
出
し
て
い
る
。

　
以
前
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
、

食
器
︵
ア
ル
マ
イ
ト
︶
の
変
更
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
研
究

し
て
い
る
状
況
だ
が
、
食
器
を
変

更
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設
備
・
運
搬

方
法
等
、
多
く
の
変
更
が
必
要
と

な
る
た
め
、
経
費
を
含
め
難
し
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
献
立
に
つ
い
て
は
、
試
食
と
管

理
栄
養
士
の
説
明
に
よ
り
、
栄
養

バ
ラ
ン
ス
や
原
料
の
こ
と
も
考
え

ら
れ
て
お
り
、
適
切
で
あ
る
と
確

認
で
き
た
。
た
だ
、
食
器
を
含
め
建

物
の
老
朽
化
は
目
立
っ
た
。
今
後

の
検
討
課
題
で
あ
ろ
う
。

7/24

傍聴席から13

９月定例議会を傍聴された方々から、ご意見・ご感想をいただきました。

　クーラーの設定温度は何度に

なっているのでしょうか？ 　議場両脇の照

明・議長席・うしろの照明は必要でしょうか？　

もっと節電を心がけていかれた方がよいのでは…

私達の血税です。

（竹間沢 K さん）

　質問に対する回答が非常に分か

りにくい方がいたように思われます。（答に

なっていないようです）

　声が小さいと何を言わんとしているかも分からな

くなり、回答になり得ない。

本来町長の回答が欲しいものがあった。

（みよし台Ｙさん）　

議員さんそれぞれの意

見があり、今後の町政に期待

します。

（藤久保Ｓさん）

午後の部開始早々、退席

した議員がいた。終わったら

戻ってきた。議会に望む姿勢に

疑問！

（Ｅさん）

◆勝手に議場に入らないでください

◆議場での言論について、拍手をしたり公然と可否を表明することはやめ

てください

◆私語をしたり騒ぎ立てないでください

◆鉢巻や腕章を着用したり、張り紙、旗、垂れ幕などを掲げるなどの示威

的行為をしないでください

◆帽子・コート・マフラーなどを着用する場合は、議長の許可が必要です

◆飲食や喫煙は禁止です

◆携帯電話はマナーモードにするか電源をＯＦＦにしてください

◆議場の秩序を乱したり、議事の妨害となるような行為、他人の迷惑となる行為はやめてください

◆写真・ビデオの撮影や録音をするには、議長の許可が必要です

・本会議は午前9時30分か

ら開始されます

・傍聴される当日に、役場6

階の議会事務局窓口で受

付簿に住所、氏名、年齢を

記入してください

・傍聴席の定員は33名です

傍聴する場合の注意事項

みなさんのご協力をお願いいたします。

　第５回定例会は 19 名の方が

傍聴されました。内訳は下記の

とおりです。

９月 ３ 日 １名

９月 ６ 日 ４名

９月 ７ 日 ４名

９月 10 日 ８名

９月 11 日 １名

９月 18 日 １名
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近
年
、
子
ど
も
を
は
じ
め
、
地
域

住
民
を
巻
き
込
ん
だ
凶
悪
事
件
が

頻
発
化
し
て
お
り
、
防
犯
に
対
す

る
国
民
の
関
心
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。﹁
民
間
交
番
﹂
の
設
置
な
ど
、
地

域
住
民
が
自
ら
防
犯
活
動
を
行
う

防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
活
発

化
し
、
昨
年
末
時
点
で
、
地
域
住
民

に
よ
る
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

 

，

は
全
国
で
３
万
１
９
３
１
団
体
に

も
上
り
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
築
く
に
は
、
警
察
の
力

に
加
え
て
住
民
自
ら
の
防
犯
活
動

を
欠
か
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
住
民
に
よ
る
活
動
が
盛
り

上
が
り
を
見
せ
る
中
、
防
犯
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
を
多
角
的

に
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
法
律
制

定
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

﹁
犯
罪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
﹂
へ
の

自
発
的
な
取
り
組
み
や
防
犯
意
識

の
向
上
の
た
め
の
活
動
を
、
国
や

自
治
体
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

支
援
す
る
こ
と
を
責
務
と
す
る
内

　
今
、
少
子
化
が
進

み
日
本
社
会
の
基
盤

を
揺
る
が
す
重
大
問

題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
長
期
に
わ
た
っ

て
少
子
化
傾
向
が
続

い
て
い
る
根
本
に

は
、
不
安
定
雇
用
の

広
が
り
と
長
時
間
労

働
、
賃
金
の
抑
制
、

増
税
に
加
え
出
産
・

育
児
・
教
育
等
の
経

済
的
負
担
の
増
大
、

子
育
て
の
社
会
的
環

境
の
悪
化
等
が
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、

子
育
て
支
援
策
の
一

つ
と
し
て
、
そ
の
対

子ども医療費無料制度の実施を求めます

﹁
地
域
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
法
﹂
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
期
制
定
を
求
め
ま
す

容
を
盛
り
込
ん
だ
﹁
地
域
安
全
・
安

心
ま
ち
づ
く
り
推
進
法
﹂
︵
仮
称
︶

を
早
期
に
制
定
し
、
以
下
に
掲
げ

る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

１
　
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
﹁
民

間
交
番
﹂
を
つ
く
る
際
に
公
有

地
や
建
物
を
貸
し
出
し
た
り
、

賃
貸
料
補
助
等
の
財
政
支
援
を

行
う
な
ど
、
防
犯
拠
点
を
整
備

す
る
た
め
の
﹁
地
域
安
全
安
心

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
事
業
﹂

 

，

を
全
国
２
０
０
０
ヵ
所
へ
と
増

や
す
こ
と
。

２
　
子
ど
も
の
安
全
確
保
へ
、
ス

ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
︵
地

域
学
校
安
全
指
導
員
︶
等
の
配

置
を
進
め
、
公
園
、
駅
な
ど
多
く

の
地
域
住
民
が
利
用
す
る
場
所

に
子
ど
も
用
の
緊
急
通
報
装
置

の
設
置
を
促
進
す
る
こ
と
。

３
　
自
治
体
に
防
犯
担
当
窓
口
の

設
置
を
促
進
す
る
な
ど
、
地
域

住
民
と
自
治
体
が
地
域
の
安
全

の
た
め
に
協
力
し
や
す
い
環
境

整
備
を
推
進
す
る
こ
と
。

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
総
務

大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
国
土
交

通
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長

象
年
齢
に
違
い
は

あ
り
な
が
ら
も
、
い

ま
全
国
の
地
方
自

治
体
で
﹁
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
﹂
が

実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
全
国
的
な
広
が

り
を
見
せ
て
い
る

の
は
、
こ
の
制
度
が

国
民
の
要
求
に
合

致
し
て
お
り
、
ど
の

自
治
体
も
少
子
化

を
懸
念
し
て
い
る

こ
と
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

　
し
か
る
に
、
我
が
国
で
は
10
年

以
上
も
前
か
ら
﹁
少
子
化
対
策
﹂
を

唱
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
問
題

に
は
、
ま
だ
着
手
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
の
制
度
が
、
国
制
度
に
な
れ

ば
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
地
方
自

治
体
は
対
象
年
齢
を
引
き
上
げ
る

な
ど
、
上
乗
せ
政
策
を
充
実
す
る

こ
と
が
、
し
や
す
く
な
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
、
本

腰
を
入
れ
た
少
子
化
対
策
の
一
つ

と
し
て
、
早
急
に
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
を
実
施
さ
れ
ま
す
よ
う

要
請
す
る
も
の
で
す
。

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務

大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣
・
経
済
産

業
大
臣
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新
潟
県
中
越
沖
地

震
に
よ
り
東
京
電
力

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発

電
所
が
、
設
計
で
想

定
し
た
揺
れ
を
大
き

く
上
回
る
揺
れ
に
襲

わ
れ
、
大
き
な
被
害

を
受
け
火
災
や
放
射

能
漏
れ
等
が
起
き
た

こ
と
は
国
民
に
大
き

な
衝
撃
を
与
え
て
い

ま
す
。
原
子
力
発
電

所
構
内
に
多
数
の
亀

裂
や
地
盤
沈
下
が
起

き
、
火
災
対
策
の
不

備
が
露
呈
す
る
な

ど
、
い
わ
ゆ
る
﹁
安

全
神
話
﹂
に
基
づ
い

て
原
子
力
発
電
所
建

設
を
認
め
て
き
た
我

が
国
の
政
策
も
問
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
柏
崎
刈
羽

原
子
力
発
電
所
周
辺

で
は
多
く
の
活
断
層

が
存
在
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
の
場
所
で

の
地
震
発
生
は
予
測

さ
れ
て
い
な
か
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
お

り
、
今
年
３
月
の
北

陸
電
力
志
賀
原
子
力
発
電
所
を

襲
っ
た
す
ぐ
近
く
を
震
源
と
す
る

能
登
半
島
地
震
と
同
様
で
、
事
態

は
極
め
て
深
刻
と
言
わ
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
相
次
い
で
原
子
力
発
電
所
間
近

で
起
き
た
大
き
な
地
震
の
発
生
は
、

我
が
国
の
全
て
の
原
子
力
発
電
所

に
つ
い
て
地
震
対
策
の
抜
本
的
な

見
直
し
の
必
要
性
を
示
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
今
回
、
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所
で
観
測
し
た
地
震
動
と
設

計
値
︵
加
速
度
︶
で
は
、
全
７
号
機

と
も
南
北
、
東
西
、
上
下
の
揺
れ
の

ほ
と
ん
ど
全
て
で
設
計
値
を
上
回

り
、
２
号
機
で
は
東
西
の
揺
れ
が

３
・
６
倍
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
電
力
各
社
は
、
設
計

時
の
揺
れ
を
上
回
る
地
震
動
が
観

測
さ
れ
て
も
、﹁
原
子
力
発
電
所
は

岩
盤
に
設
置
し
て
あ
り
、
普
通
の

地
盤
よ
り
も
揺
れ
が
２
分
の
１
か

ら
３
分
の
１
に
な
る
の
で
安
全
﹂

と
説
明
し
、
政
府
も
こ
れ
を
容
認

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
原
子

炉
の
場
所
を
直
接
測
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
今
回
の
地
震
に
よ
っ
て
、

事
実
を
も
っ
て
電
力
各
社
や
政
府

等
の
論
拠
が
崩
れ
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
世
界
中
で
異
常
気
象
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
激
し
い
暴
風
雨
、
洪
水
、
干
ば

つ
、
熱
波
な
ど
気
候
変
動
は
、
す
で

に
人
類
と
自
然
に
影
響
を
与
え
始

め
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
も
、
こ
こ
数
年
、
気
温
の

上
昇
に
よ
り
熱
中
症
で
病
院
へ
搬

送
さ
れ
て
い
る
人
が
増
え
て
お
り
、

ま
た
暴
風
雨
な
ど
の
被
害
に
よ
り

人
命
に
か
か
わ
る
影
響
が
出
て
い

ま
す
。

　﹁
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ

ネ
ル
﹂
は
５
月
、
ガ
ス
排
出
量
を
２

０
０
０
年
比
で
50
％
〜
80
％
削
減

の
必
要
性
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
な
ど
で
は

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
を
削
減
し
て

い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
の

　
　
　
　
急
施
を
求
め
ま
す

原子力発電所の安全強化を求めます

　
地
震
が
頻
発
す
る
我
が
国
に
55

基
も
の
原
子
力
発
電
所
が
あ
り
、

地
震
の
揺
れ
が
﹁
想
定
を
超
え
た

も
の
だ
っ
た
﹂
は
、
原
子
力
発
電
所

で
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
中
越
沖
地
震
に
よ
る
原
子
力
発

電
所
の
被
害
は
、
国
際
的
に
も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
早

急
に
次
の
対
策
を
と
る
よ
う
要
請

す
る
も
の
で
す
。

１
　
旧
指
針
に
よ
り
設
計
さ
れ
て

い
る
全
国
す
べ
て
の
原
子
力
発

電
所
の
総
点
検
を
行
い
、
老
朽

原
子
力
発
電
所
を
は
じ
め
安
全

が
危
ぶ
ま
れ
る
原
子
力
発
電
所

に
つ
い
て
は
、
運
転
停
止
を
含

め
た
必
要
な
措
置
を
と
ら
せ
る

こ
と
。

２
　
昨
年
改
定
さ
れ
た
耐
震
指
針

は
事
実
上
、
対
策
を
電
力
会
社

任
せ
に
し
て
お
り
、
国
民
の
生

命
と
安
全
を
守
る
立
場
か
ら
、

具
体
的
な
耐
震
補
強
が
行
わ
れ

る
よ
う
抜
本
的
な
見
直
し
を
行

う
こ
と
。

３
　
活
断
層
の
再
調
査
、
指
針
そ

の
も
の
の
再
点
検
な
ど
地
震
の

揺
れ
の
過
小
評
価
に
つ
な
が
る

あ
ら
ゆ
る
問
題
を
排
除
す
る
こ

と
。

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務

大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
文
部
科

学
大
臣
・
衆
参
議
院
議
長

　
日
本
は
、
京
都
議
定
書
で
採
択

さ
れ
た
２
０
１
２
年
ま
で
に
６
％

の
削
減
目
標
で
し
た
が
、
２
０
０

５
年
度
で
逆
に
８
・
１
％
も
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
政
府
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ

ツ
な
ど
を
参
考
に
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
と
日
本
の
排
出
量

の
８
割
を
占
め
る
産
業
、
公
共
分

野
の
対
策
を
自
主
目
標
と
す
る
の

で
は
な
く
、
削
減
目
標
を
義
務
化

と
す
る
べ
き
で
す
。

　
よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
は
、
次

の
項
目
に
つ
い
て
、
急
ぎ
実
行
す

る
よ
う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

１
　
経
済
界
と
政
府
の
間
で
削
減

協
定
を
締
結
し
、
達
成
責
任
を

公
的
に
裏
打
ち
す
る
こ
と
。

２
　
生
活
ス
タ
イ
ル
や
経
済
活
動

の
改
善
を
図
る
こ
と
な
ど
を
早

急
に
行
う
こ
と
。

３
　
２
０
２
０
年
ま
で
に
30
％
、

２
０
５
０
年
に
は
70
％
削
減
の

目
標
を
掲
げ
、
達
成
に
向
け
先

進
国
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と
。

提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財
務

大
臣
・
経
済
産
業
大
臣
・
環
境
大

臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
衆
参
議
院

議
長



　
町
民
体
育
祭
が
終
わ
り
Ὶ
文
化
祭
Ὶ
福

祉
ま
つ
り
Ὶ
産
業
祭
と
お
な
じ
み
の
行

事
が
目
白
押
し
で
す
Ί

　
そ
ん
な
な
か
今
夏
Ὶ
開
館
６
年
目
の

コ
ピ
ス
み
よ
し
で
Ὶ‎
地
元
‏
を
主
題
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ミ
奛
ῴ
ジ
カ
ル
‎
カ
ῴ
ソ
ル
‏

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
Ί
企
画
も
出
演
者

も
裏
方
に
も
町
民
参
加
と
Ὶ
３
年
間
の

地
道
な
積
み
重
ね
が
花
開
き
ま
し
た
Ί

ま
た
昨
秋
開
館
の
体
育
館
も
‎
足
の
確

保
を
‏
と
言
わ
れ
つ
つ
Ὶ
予
想
以
上
の
利

用
で
す
Ί
高
齢
大
学
か
ら
子
ど
も
た
ち

の
児
童
館
で
の
行
事
な
ど
に
Ὶ
ま
た
新

た
な
広
が
り
と
厚
み
が
で
き
ま
し
た
Ί

　
こ
の
‎
文
化
行
政
ゾ
ῴ
ン
‏
か
ら
発
信

し
Ὶ
地
域
に
合
ℕ
た
活
動
が
行
わ
れ
Ὶ
ま

た
体
育
館
Ὶ
コ
ピ
ス
み
よ
し
へ
戻
ℕ
て

く
る
Ί
そ
ん
な
キ
夋
兊
チ
ボ
ῴ
ル
が
Ὶ
楽

し
み
な
が
ら
健
康
な
暮
ら
し
を
支
え
る
Ὶ

そ
ん
な
役
割
を
担
ℕ
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
Ί

　
と
こ
ろ
で
Ὶ
９
月
議
会
は
昨
年
度
決

算
が
主
で
し
た
Ί
多
岐
に
わ
た
る
質
問

に
執
行
部
が
‎
後
ほ
ど
ῼ
‏
と
い
う
活
発

な
議
会
で
し
た
Ί
議
会
だ
よ
り
で
は
Ὶ
雰

囲
気
は
伝
え
ら
れ
ま
せ
ん
Ί
ぜ
ひ
傍
聴

に
お
越
し
く
だ
さ
い
Ί

 
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長
 

委
　

員
　

長
　
神
　
田
　
順
　
子
　

副
委
員
長
　
菊
　
地
　
浩
　
二
　

委
　
　
員
　
内
　
藤
　
美
佐
子
　

委
　
　
員
　
山
　
田
　
政
　
弘
　

委
　
　
員
　
光
　
下
　
重
　
之
　

議
　
　
長
　
秋
　
坂
　
　
　
豊
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編 集 後 記
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８月

２ 日 入間東部地区衛生組合議会総務常任委員会

９ 日 埼玉県町村議会議長会議会広報研修会

21日 入間東部地区消防組合議会総務常任委員会

28日 全国町村議会議長会シンポジウム

入間東部地区衛生組合議会総務常任委員会

29日 議会運営委員会

９月

３〜19日　第５回三芳町議会定例会

４ 日 総務建設常任委員会及び厚生文教常任委員会

18日 三芳東中学校耐震工事視察（全議員）

25日 入間東部地区衛生組合議会運営委員会

27日 入間東部地区衛生組合議会第２回定例会

入間東部地区消防組合議会運営委員会

栃木県野木町議会総務文教常任委員会視察来庁

「自立のまちづくりについて」

28日 議会だより編集委員会

埼玉県町村議会議長会臨時理事会

* 傍聴される方は、６階議会事務局で受付をしてから議場にお入りください *

次の議会定例会は 12 月 ３ 日（月）開会予定です

皆様の傍聴をお待ちしております。

ご意見・ご要望もお寄せください。

（ＦＡＸ・メール等をご利用ください）

議 会 活 動 日 誌

10月

２〜３日　厚生文教常任委員会所管事務調査

４ 日 入間東部地区消防組合議会第２回定例会

11日 広島県海田町議会福祉厚生委員会視察来庁

18日 入間東部地区衛生組合議会建設常任委員会

19日 埼玉県町村議会議員研修会　

23〜24日　議会運営委員会所管事務調査

栃木県野木町議会視察風景（９月27日）

広島県海田町議会視察風景（10月11日）

第３保育所運動会
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